
一

大
阪
府
域
自
治
体
再
編
論
の
標
的
は
大
阪
市
「
解
体
」

就
任
二
年
目
を
迎
え
た
橋
下
徹
大
阪
府
知
事
は
、
大
阪
府
・
市
を
ふ
く
め
た
大
阪
府
域
の
自
治

体
再
編
を
検
討
し
、
つ
ぎ
の
地
方
選
挙
の
争
点
と
す
る
と
の
意
向
を
表
明
し
た
。
以
後
市
政
批
判
の
オ
ク

タ
ー
ブ
は
高
ま
り
、
二
年
間
の
府
市
協
調
ム
ー
ド
は
一
転
冷
え
込
ん
だ
。
一
方
、
国
の
地
域
主
権
戦
略
会

議
の
構
成
員
で
あ
る
知
事
は
、
二
〇
一
〇
年
一
月
お
よ
び
三
月
の
会
議
で
、
政
令
指
定
都
市
と
の
役
割
分

担
は
曖
昧
で
「
権
限
・
財
源
等
の
分
散
は
非
効
率
で
、
住
民
に
と
っ
て
は
不
幸
」
で
あ
る
と
し
て
、
政
令

指
定
都
市
等
の
区
分
は
解
消
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
て
い
る
。

そ
し
て
四
月
に
入
る
と
、
大
阪
府
・
市
と
隣
接
一
〇
市
を
一
体
化
し
た
新
た
な
統
治
機
構
（
二
〇
特
別

区
を
ふ
く
む
）
の
創
設
を
め
ざ
す
地
域
政
党
大
阪
維
新
の
会
を
立
ち
上
げ
た
。
知
事
み
ず
か
ら
そ
の
代
表

と
し
て
、
福
島
・
生
野
両
区
で
の
市
会
議
員
補
欠
選
挙
な
ど
独
自
の
政
治
活
動
を
展
開
し
つ
つ
あ
る
。

こ
の
構
想
は
、
東
京
都
区
制
度
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
と
受
け
と
め
ら
れ
「
大
阪
都
構
想
」
と
し
て
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
区
長
公
選
論
の
み
が
語
ら
れ
た
り
、
そ
の
全
体
像
、
具
体
的
内
容

・

・

・

は
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
。
都
区
制
度
も
ど
き
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

六
月
の
定
例
記
者
会
見
で
大
阪
都
構
想
に
つ
い
て
の
質
問
に
、
知
事
は
「
研
究
中
」
と
答
え
た
う
え
で

「
議
会
も
首
長
も
全
部
が
維
新
の
会
に
な
っ
て
本
気
で
考
え
る
。
明
治
維
新
も
先
に
こ
ん
な
制
度
を
つ
く

る
と
い
う
構
想
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
い
ま
の
状
態
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
」
と
説

明
し
て
い
る
（「
産
経
新
聞
」
二
〇
一
〇
年
六
月
二
日
）。
魔
術
の
中
身
は
明
か
さ
な
い
の
が
よ
い
と
の
戦

略
で
あ
ろ
う
か
。

か
り
に
大
阪
都
を
実
現
す
る
に
は
、
関
係
自
治
体
の
賛
同
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
法
律
改
正

・
住
民
投
票
な
ど
複
雑
で
息
の
長
い
工
程
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た

こ
と
も
あ
ろ
う
か
八
月
下
旬
に
知
事
は
、
大
阪
市
を
八
〜
九
の
市
（
現
在
の
区
は
二
四
）
に
分
け
る
大
阪

市
分
割
論
を
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
と
の
意
向
を
示
し
た
。
法
律
改
正
を
要
し
な
い

本会理事
木村 收

府市統合・再編論、
大阪市分割論の虚実
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こ
と
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
地
方
自
治
の
根
幹
を
否
定
す
る
内
政
干
渉
で
上
か
ら
の
目

線
に
よ
る
論
法
そ
の
も
の
で
あ
る
。

・

・

・

こ
こ
に
き
て
、
府
市
再
編
論
議
は
、
都
区
制
度
も
ど
き
の
大
阪
都
制
論
と
大
阪
市
分
割
論
の
二
つ
に
絞

ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

大
阪
都
制
論
（
大
阪
市
域
は
八
〜
九
の
特
別
区
と
な
る
）
に
し
ろ
大
阪
市
分
割
論
に
し
ろ
共
通
し
て
い

る
の
は
、
大
阪
市
が
解
体
さ
れ
、
八
〜
九
の
基
礎
自
治
体
（
特
別
区
も
こ
ん
に
ち
で
は
不
完
全
な
が
ら
基

礎
自
治
体
）
に
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

大
阪
市
民
に
と
っ
て
、
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
再
編
論
の
核
心
は
、
大
阪
市
の
存
続
を
是
と
す
る
か
、
大

阪
府
（
都
）
の
も
と
で
八
〜
九
の
基
礎
自
治
体
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
を
是
と
す
る
か
と
い
う
選
択
の
問
題

で
あ
り
、
つ
ぎ
の
地
方
選
挙
の
争
点
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
論
点
は
「
大
阪
市
の
存
続
か
、
解
体
か
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
集
約
さ
れ
よ
う
。

分
割
論
は
、
都
市
圏
の
基
礎
自
治
体
は
二
〇
〜
三
〇
万
の
人
口
規
模
が
も
っ
と
も
効
率
的
で
あ
る
と
の

考
え
方
に
た
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
最
適
規
模
論
は
「
解
」
の
な
い
難
問
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

基
礎
自
治
体
の
拠
っ
て
立
つ
自
然
的
・
社
会
的
・
経
済
的
条
件
は
多
様
で
あ
り
、
事
務
・
権
限
配
分
も
異

な
る
。
機
械
的
に
人
口
一
人
あ
た
り
の
経
費
を
基
準
に
し
て
効
率
を
論
じ
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。

大
都
市
圏
の
母
都
市
で
あ
る
大
都
市
と
自
立
的
圏
域
で
の
人
口
二
〇
〜
三
〇
万
規
模
の
都
市
と
で
は
自

ら
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。
大
都
市
行
政
需
要
の
特
質
は
、
大
量
性
・
多
様
性
・
高
度
性
や
域
内
で
の
流

動
性
が
激
し
く
相
互
依
存
関
係
が
強
い
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
都
市
行
政
は
一
体
性
・
統
一
性

・
総
合
性
を
そ
の
特
性
と
し
て
い
る
。
機
械
的
に
分
割
す
る
こ
と
は
ま
さ
に
大
都
市
の
動
態
を
捨
象
し
た

「
机
上
の
空
論
」
で
あ
る
。

戦
前
か
ら
大
阪
市
は
区
を
自
治
区
で
は
な
く
行
政
区
と
し
て
き
た
（
東
京
市
で
は
自
治
区
）。
こ
れ
は

自
治
区
で
は
「
大
都
市
の
解
体
」（
関
一
市
長
）
と
な
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
、
大
阪
市
と
し
て
統
一

的
に
「
大
大
阪
」
に
む
け
て
市
政
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
明
治
・
大
正
期
に
自
治
区
の
代
行
的
性
格
を
担
っ
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て
い
た
学
区
制
度
で
は
財
政
力
格
差
に
よ
っ
て
教
育
格
差
を
生
じ
た
こ
と
が
教
訓
と
な
っ
て
い
た
（
一
九

二
七
年
に
六
七
の
学
区
が
廃
止
）。
分
割
に
よ
る
と
財
政
力
格
差
が
生
じ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

ま
た
大
阪
市
の
分
割
は
、
新
た
な
基
礎
自
治
体
の
数
に
対
応
す
る
公
選
市
（
区
）
長
・
市
（
区
）
議
会
・

行
政
委
員
会
の
ほ
か
そ
れ
ぞ
れ
に
事
務
事
業
組
織
が
必
要
と
な
り
財
政
負
担
は
大
き
く
な
る
。
市
民
生
活

や
経
済
活
動
に
も
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
は
避
け
難
い
。
さ
ら
に
分
割
は
ヒ
ト
・
カ
ネ
（
負
債
や
基

金
等
）、
モ
ノ
（
資
産
）
の
配
分
を
ど
う
す
る
か
も
難
題
と
な
る
。
地
域
の
長
期
に
わ
た
る
混
乱
・
停
滞
は

避
け
難
く
、
活
力
が
生
ま
れ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

二

基
礎
・
広
域
自
治
体
の
役
割
分
担
―
―
歴
史
と
実
態
無
視
の
「
広
域
自
治
体
」
論

地
方
自
治
法
で
は
、
市
町
村
は
「
基
礎
的
な
地
方
公
共
団
体
」、
都
道
府
県
は
「
市
町
村
を
包
括
す
る

広
域
の
地
方
公
共
団
体
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
二
条
）。
第
二
七
次
地
方
制
度
調
査
会
答
申
（
二
〇
〇

三
年
）
が
基
礎
自
治
体
・
広
域
自
治
体
と
用
い
て
以
降
こ
の
用
法
が
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
役
割
分
担
は
、
基
本
で
あ
る
市
町
村
が
市
町
村
優
先
の
原
則
に
基
づ
き
地
域
に
お
い
て
包
括
的
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
都
道
府
県
は
、
①
「
広
域
に
わ
た
る
も
の
」、
②

・

・

・

連
絡
調
整
、
③
「
そ
の
規
模
又
は
性
質
に
お
い
て
一
般
の
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認

め
ら
れ
る
も
の
」（
補
完
事
務
）
と
な
っ
て
い
る
（
統
一
事
務
は
地
方
分
権
一
括
法
で
廃
止
）。

こ
れ
は
、
政
令
指
定
都
市
関
連
の
一
九
五
六
年
の
法
改
正
で
、
具
体
的
な
事
務
事
業
の
例
示
と
あ
わ
せ

て
規
定
さ
れ
た
。
例
示
は
そ
の
後
廃
止
さ
れ
市
町
村
優
先
の
役
割
分
担
が
一
段
と
明
確
に
な
っ
た
。
第
一

次
地
方
制
度
調
査
会
答
申
（
一
九
五
三
年
）
が
「
大
都
市
の
区
域
内
に
お
い
て
府
県
が
行
う
補
完
行
政
に

属
す
る
事
務
と
み
な
さ
れ
る
も
の
は
、
大
都
市
の
事
務
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
」
と
明
記
し
て
い
る
こ

と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
『
要
説
地
方
自
治
法
』（
松
本
英
昭
）
は
、
競
合
関
係
（
二
重
行
政
）
に
つ
い
て
、
非
能
率
不
経
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済
な
事
態
が
生
じ
る
こ
と
を
い
い
「
単
に
同
一
内
容
の
事
務
が
二
重
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
す
べ
て
『
競
合
』

と
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
の
べ
て
い
る
。
ま
た
広
域
行
政
に
つ
い
て
も
「
市
町
村
の
相
互
協
力
関
係
と
し

て
の
広
域
行
政
処
理
方
式
で
市
町
村
の
事
務
と
し
て
処
理
す
る
方
が
望
ま
し
い
も
の
が
少
く
な
い
」
と
解

説
し
て
い
る
。『
日
本
広
域
行
政
の
研
究
』（
佐
藤
俊
一
）
も
「
企
画
段
階
で
は
広
域
的
観
点
が
求
め
ら
れ

る
も
の
の
、
執
行
段
階
で
は
必
ず
し
も
広
域
的
事
業
で
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の

べ
て
い
る
。「
鳥
の
目
」
で
企
画
し
、「
虫
の
目
」
で
執
行
す
る
事
務
事
業
が
多
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

大
阪
府
・
市
で
は
「
市
は
市
域
、
府
は
市
域
外
」（
い
わ
ゆ
る
内
野
・
外
野
論
）
と
い
う
役
割
分
担
が

形
成
さ
れ
て
き
た
。
戦
前
す
で
に
世
界
的
大
都
市
で
あ
っ
た
大
阪
市
は
、
早
く
か
ら
発
生
し
た
都
市
問
題

に
対
応
し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
か
ら
社
会
事
業
・
商
工
行
政
ま
で
先
駆
的
に
事
業
を
展
開
し
、
戦
後
は
焦
土

の
な
か
か
ら
こ
ん
に
ち
の
大
阪
の
ま
ち
を
築
き
上
げ
て
き
た
。
一
方
戦
後
自
治
体
と
な
っ
た
府
は
、
都
市

化
が
進
む
市
域
外
で
府
下
都
市
を
補
完
す
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
こ
ん
に
ち
都
市
型
社
会

と
し
て
成
熟
す
る
な
か
で
、
基
礎
自
治
体
の
充
実
も
あ
っ
て
そ
の
役
割
は
縮
減
し
つ
つ
あ
る
。

大
阪
府
地
方
制
度
研
究
会
は
、
一
九
九
五
年
の
「
地
方
制
度
に
関
す
る
基
本
調
査
」
で
、
府
市
の
役
割

分
担
に
つ
い
て
、「
と
り
わ
け
大
阪
の
よ
う
に
相
互
に
入
り
組
ん
だ
活
動
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

は
明
確
に
役
割
分
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
有
機
的
で
分
離
し
が
た
い
相
互
の
『
相
乗
り

関
係
』
を
前
提
と
し
て
、
自
治
団
体
と
し
て
の
自
立
性
と
独
自
性
を
い
か
に
発
揮
し
て
い
け
る
か
が
問
題

と
な
る
」
と
の
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
い
ま
な
お
続
く
実
態
で
あ
る
。

基
礎
自
治
体
へ
の
分
権
が
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
こ
ん
に
ち
、
そ
れ
に
逆
流
す
る
よ
う
な
「
安
心

は
基
礎
、
競
争
・
成
長
は
広
域
」
を
基
準
に
「�
融
合
�
か
ら
�
分
離
�
へ
」
と
仕
分
け
し
再
編
す
る
こ

と
は
現
実
的
で
は
な
い
。

9


